
　

こ
の
夏
、
市
内
大
久
保
に
あ

る
「
信
州
手
打
そ
ば
処
く
る

み
庵
」
で
は
、
赤
い
花
を
咲
か

　

習
志
野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
第
32
回
夏
季
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
小
学
女
子
の
部

が
８
月
１
日
と
２
日
、
感
染
防

止
対
策
が
取
ら
れ
、
袖
ケ
浦
運

せ
る
珍
し
い
ソ
バ
の
品
種
「
高

嶺
ル
ビ
ー
」
を
使
っ
た
手
打
ち

そ
ば
を
数
量
限
定
で
味
わ
う
こ

動
公
園
な
ど
延
べ
５
会
場
で
開

か
れ
た
。

　

今
年
度
初
と
な
る
公
式
戦
と

な
り
、
観
覧
者
へ
の
注
意
も
促

さ
れ
、
熱
中
症
予
防
に
も
配
慮

と
が
で
き
た
。

　
「
高
嶺
ル
ビ
ー
」
の
源
と
な

る
ソ
バ
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
高

地
・
標
高
３
８
０
０
ｍ
の
ム
ク

テ
ィ
ナ
ー
ト
で
赤
い
花
を
咲
か

せ
る
。
ム
ク
テ
ィ
ナ
ー
ト
は
チ

ベ
ッ
ト
国
境
近
く
、
か
つ
て
の

し
た
運
営
と
な
っ
た
。

　

大
会
に
は
４
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
２
日
間
に
わ
た
り
総
当
た

り
の
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
が
争
わ

れ
た
。

　

大
会
１
日
目
の
最
終
戦
は
、

と
も
に
１
勝
同
士
の
大
久
保

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
と
鷺
沼
イ
ー
グ

レ
ッ
ト
が
対
戦
し
た
。
鷺
沼
は

ム
ス
タ
ン
王
国
の
都
で
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

聖
地
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の

経
典
を
求
め
て
河
口
慧
海
師
が

通
っ
た
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

信
州
大
学
教
授
で
ソ
バ
の

栽
培
・
品
種
改
良
の
権
威

だ
っ
た
氏
原
暉
男
氏
が
昭
和

55
（
１
９
８
０
）
年
、
こ
の
地

で
出
会
っ
た
の
が
真
っ
赤
な
花

を
咲
か
せ
、
最
も
高
地
で
収
穫

で
き
る
「
普
通
ソ
バ
」
の
品
種

だ
っ
た
。
氏
原
氏
は
現
地
の
村

長
の
許
し
を
得
て
、
種
を
持
ち

帰
り
、
信
州
大
学
の
圃
場
に
植

え
た
が
、
真
っ
赤
な
花
は
咲
か

ず
、
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ

た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
品
種
改
良
と
成
分

の
研
究
は
、
健
康
福
祉
分
野

に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
機

械
メ
ー
カ
ー
の
タ
カ
ノ
株
式
会

社
と
の
産
学
共
同
で
進
め
ら
れ

た
。
氏
原
氏
の
指
導
の
下
、
タ

カ
ノ
の
社
員
で
後
に
農
学
博
士

と
な
る
北
林
広
巳
氏
と
取
組
ま

れ
、
７
年
間
に
わ
た
る
改
良
に

初
回
に
７
点
と
大
き
く
リ
ー

ド
。
大
久
保
は
１
回
に
１
点
、

３
回
に
も
２
点
を
返
し
、投
手
・

中
野
も
２
回
以
降
は
無
得
点
に

抑
え
る
が
、鷺
沼
が
勝
利
し
た
。

２
日
目
も
鷺
沼
は
藤
崎
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
を
抑
え
、
全
勝
で
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
。

　

優
勝
し
た
鷺
沼
イ
ー
グ
レ
ッ

ト
の
赤
井
晄
奈
キ
ャ
プ
テ
ン
か

ら
は
「
３
試
合
と
も
打
線
が
つ

な
が
り
先
制
点
が
取
れ
、
自
分

た
ち
の
流
れ
で
試
合
が
で
き
ま

し
た
。
守
備
で
も
声
の
か
け
合

い
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
を
、
全
力
プ
レ
ー
と
笑
顔

で
表
現
し
よ
う
と
い
う
目
標
が

優
勝
と
い
う
最
高
の
結
果
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
心

が
ひ
と
つ
に
な
れ
た
と
思
い
ま

す
」
と
勝
利
の
声
が
寄
せ
ら
れ

よ
っ
て
、
元
来
持
つ
花
の
色
に

近
づ
け
る
よ
う
に
な
り
、
品
種

登
録
し
た
の
が
高
嶺
ル
ビ
ー

だ
っ
た
。
計
画
か
ら
10
年
を
経

て
「
高
嶺
ル
ビ
ー
２
０
１
１
」

が
品
種
登
録
さ
れ
た
。

　

し
か
し
「
長
野
や
東
北
、
北

海
道
な
ど
で
は
美
し
い
真
紅
の

花
を
咲
か
せ
る
が
、
生
育
期
間

が
長
く
、
種
を
採
る
の
が
難
し

い
」（
氏
原
暉
男
著
『
ソ
バ
を

知
り
、
ソ
バ
を
生
か
す
』）。
つ

ま
り
、
開
花
期
が
長
け
れ
ば
、

結
実
前
に
台
風
や
霜
害
な
ど
の

①
鷺
沼
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
②
大
久

保
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
③
ジ
ュ
ニ
ア

ー
ズ

た
。

　

優
勝
の
鷺
沼
イ
ー
グ
レ
ッ
ト

と
準
優
勝
の
大
久
保
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
は
県
選
手
権
大
会
に
出

場
。

た
め
収
穫
量
は
少
な
い
。

　

こ
の
ソ
バ
の
話
の
続
き
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ

ア
州
か
ら
ソ
バ
を
持
っ
て
き
た

市
内
津
田
沼
の
白
鳥
製
粉
株
式

会
社
と
白
鳥
理
一
郎
代
表
取
締

役
社
長
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
。
日
本
で
秋
に
収
穫
さ
れ
る

ソ
バ
は
風
味
、
色
調
が
良
い
新

そ
ば
と
し
て
喜
ば
れ
る
。
タ
ス

マ
ニ
ア
は
冷
涼
な
気
候
で
リ
ン

ゴ
な
ど
を
栽
培
し
、
ソ
バ
の
栽

培
に
は
適
し
て
い
る
。
昭
和
63

（
１
９
８
８
）
年
、
白
鳥
社
長

は
タ
ス
マ
ニ
ア
産
ソ
バ
を
日
本

に
輸
入
し
、
季
節
が
北
半
球
と

逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
春
か
ら
夏

に
新
そ
ば
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
「
端
境
期
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
漫
画
『
美

味
し
ん
ぼ
』
や
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

白
鳥
製
粉
は
タ
カ
ノ
か
ら
高

嶺
ル
ビ
ー
の
種
子
の
増
産
を
委

託
さ
れ
現
在
、
タ
ス
マ
ニ
ア
で

栽
培
し
、
食
用
目
的
の
販
売
を

許
可
さ
れ
て
い
る
。
亡
く
な
っ

た
氏
原
氏
と
タ
カ
ノ
、
白
鳥
氏

　

習
志
野
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
の
夏
季
部
内
大
会
が
７
月

25
日
、
袖
ケ
浦
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
開
か
れ
た
。

　

大
会
は
年
２
回
、
懇
親
を
図

る
た
め
、
ク
ラ
ブ
所
属
の
ベ
テ

ラ
ン
、
若
手
が
一
緒
に
ペ
ア
を

組
み
、団
体
戦
を
行
っ
て
い
る
。

の
熱
意
に
よ
っ
て
、
習
志
野
に

も
高
嶺
ル
ビ
ー
が
登
場
し
た
。

　

白
鳥
社
長
は
「
ソ
バ
に
は
抗

酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
一
種
の
ル
チ
ン
が
含

ま
れ
て
い
る
。
太
陽
光
が
強
い

と
花
だ
け
で
な
く
植
物
体
全
体

が
身
を
守
る
た
め
に
赤
く
な

り
、
体
内
に
ル
チ
ン
を
よ
り
生

成
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
恐

ら
く
高
嶺
ル
ビ
ー
は
ル
チ
ン
が

最
も
多
い
種
類
の
一
つ
だ
ろ

う
。
高
地
に
咲
く
赤
い
花
の
ソ

バ
が
改
良
さ
れ
、
日
本
各
地
で

は
き
れ
い
に
咲
く
が
、
思
っ
た

ほ
ど
実
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、

タ
ス
マ
ニ
ア
で
期
待
通
り
の
十

分
な
収
穫
量
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
素
晴
ら
し
い
ソ
バ
で
あ

る
な
ら
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
が
あ
る
。
タ
ス
マ
ニ
ア
で
栽

培
す
る
高
嶺
ル
ビ
ー
の
仲
間
を

増
や
し
た
方
が
将
来
の
た
め
に

い
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し

て
、
一
般
に
広
く
販
売
で
き
る

体
制
が
整
っ
た
。
い
ま
や
タ
ス

マ
ニ
ア
は
最
も
安
定
し
た
ソ
バ

終
盤
に
は
雨
と
な
っ
た
が
、
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

運
営
し
た
花
井
真
治
部
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
を
心
配
す
る
声

も
あ
っ
た
が
、
予
防
策
も
取
っ

た
。
み
ん
な
で
プ
レ
ー
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

の
生
産
地
と
な
っ
た
。
高
嶺
ル

ビ
ー
の
よ
う
な
全
く
新
し
く
開

発
さ
れ
た
種
で
す
ら
、
安
心
し

て
種
の
増
産
基
地
と
成
り
得
る

自
信
が
で
き
た
」
と
話
す
。

　

白
鳥
製
粉
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア

ソ
バ
、
高
嶺
ル
ビ
ー
の
石
臼
挽

き
の
ソ
バ
粉
を
１
㎏
単
位
で
小

売
り
し
て
い
る
。

　

問
合
せ
は
白
鳥
製
粉
（
電
話

０
４
７
―
４
５
３
―
１
１
５

７
）。

※
文
中
の
「
ソ
バ
」
と
「
そ
ば
」

の
使
い
分
け
は
、
植
物
か
ら
製

粉
ま
で
を
「
ソ
バ
」、
一
般
に

食
さ
れ
る
麺
の
も
の
を「
そ
ば
」

と
表
記
し
た
。

　
「
普
通
ソ
バ
」
と
は
ダ
ッ
タ

ン
ソ
バ
や
宿
根
ソ
バ
で
な
い
普

通
種
の
ソ
バ
の
呼
称
。
信
州
そ

ば
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

　

氏
原
氏
は
退
官
後
、
麻
薬
栽

培
撲
滅
を
目
指
し
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
ケ
シ
か
ら
ソ
バ
へ
栽
培

転
換
さ
せ
る
活
動
に
も
力
を
注

ぎ
、
ア
ジ
ア
麻
薬
・
貧
困
撲
滅

協
会
の
理
事
長
も
務
め
た
。

鷺沼イーグレットの三橋投手

大久保ブルースカイの中野投手

優勝の鷺沼イーグレット
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鷺
沼
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
Ⅴ

小
学
女
子
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部内大会で楽しむ
習志野市ソフトテニスクラブ

試合形式でプレーする部員

赤
い
花
咲
く
高
嶺
ル
ビ
ー

新
そ
ば
で
お
目
見
え

クリーンな環境で栽培されるタスマニアの高嶺ルビー。大型スプリンクラー
による散水システムが備えられている。

白鳥製粉の白鳥理一郎社長

高
嶺
ル
ビ
ー
の
花
。花
は
１
日
の
気
温
格
差
が

大
き
い
ほ
ど
鮮
や
か
に
赤
く
な
る
と
い
う
。

高嶺ルビーのそばを提供している「信州手打ちそば
処 くるみ庵」。店頭では高嶺ルビーの種を植え、育つ
様子が見られる。店主の遠藤景史さんは高嶺ルビー
の特徴を最大限に引き出すため、工夫を重ねている。

左が高嶺ルビーのそば。ほんのりと赤みがかって
いる。高嶺ルビーはソバ本来の香りが高く、風味
がより多く伝わる。氏原氏も著書で「実を採って麺
にした場合の味は他のどの品種とも違うコクのあ
るおいしさがある、といわれている」と記述する。


